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2026

仙
道
副
議
長
よ
り
議
案

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
春

闘
情
勢
に
つ
い
て
は
、
最

低
賃
金
１
０
０
０
円
の
目

標
が
１０
数
年
か
け
て
、
よ

う
や
く
全
国
一
律
で
実
現

し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

春
闘
の
重
点
課
題
と
し

て
、
第
一
に「
賃
金
改
善
」

を
掲
げ
、
目
指
せ
１
７
０

０
円
・
２
０
０
０
円
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
各
職
場

か
ら
の
要
求
、
団
体
交
渉

の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。第

二
に
「
労
働
時
間
短

縮
」
を
挙
げ
、
若
手
職
員

が
定
時
に
帰
れ
な
い
現
状

を
報
告
し
、
一
日
７
時
間

・
週
３５
時
間
労
働
の
実
現

を
訴
え
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
の

活
用
に
よ
る
効
率
化
最
終

判
断
は
人
間
が
行
う
べ
き

も
の
で
、
労
働
者
の
削
減

に
つ
な
げ
て
は
な
ら
な
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
も
重
点
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
公
契

約
条
例
の
実
効
性
向
上
の

必
要
性
を
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
賃
金
上
昇
と

併
せ
て
社
会
保
障
負
担
軽

減
の
取
り
組
み
も
重
要
と

し
、
消
費
税
反
対
運
動
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

と
の
賃
金
は
月
８
万
円
・

年
１
５
０
万
円
の
格
差
が

あ
り
、
人
材
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
中
抜
け
勤

務
や
連
続
夜
勤
な
ど
過
酷

な
労
働
実
態
が
あ
り
、
メ

ン
タ
ル
不
調
に
よ
る
離
職

増
加
を
懸
念
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
く
。

�

（
編
集
委
員　

松
尾
）

の
大
幅
削
減
と
２０
数
万
人

の
非
正
規
雇
用
化
に
置
き

か
え
ら
れ
た
。
同
一
労
働

で
の
賃
金
格
差
が
正
社
員

の
処
遇
引
き
下
げ
圧
力
と

な
っ
て
い
る
。
３
月
の
本

社
前
集
会
と
九
州
内
３
支

部
の
同
時
ス
ト
ラ
イ
キ
準

備
を
進
め
て
い
る

【
福
祉
保
育
労　

牧
山
さ

ん
】
福
祉
職
場
と
他
産
業

質
疑
討
論
で
は
複
数
の

参
加
者
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

【
福
岡
地
区
国
公　

江
崎

代
議
員
】
過
労
死
問
題
の

深
刻
化
と
命
と
健
康
を
守

る
運
動
の
重
要
性
、
核
兵

器
廃
絶
運
動
へ
の
取
り
組

み
強
化
を
す
す
め

て
も
ら
い
た
い
。

【
自
交
総
連　

内

田
オ
ブ
】
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア（
白
タ
ク
）

合
法
化
の
状
況
に

つ
い
て
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
は
性
被

害
が
３
０
０
０
件

あ
る
と
し
、
タ
ク

シ
ー
業
界
と
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
安
全

管
理
体
制
が
違
う

の
で
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
合
法
化
反
対
を

す
す
め
て
い
く
。

【
福
岡
市
職
労　

本
庄
代
議
員
】
船

員
不
足
の
深
刻
化

と
民
間
と
の
賃
金

格
差
が
あ
り
問
題

で
あ
る
。
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
確

保
を
す
す
め
て
い
く
。

【
福
岡
民
医
連　

伊
藤
さ

ん
】
診
療
報
酬
引
き
上
げ

署
名
で
５
万
１
０
０
０
筆

を
達
成
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
る
。
し
か
し
、
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
率
３
・

０９
％
は
不
十
分
で
す
。
ま

た
、
窓
口
負
担
増
や
高
額

療
養
費
引
き
上
げ
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除

外
に
よ
り
薬
代
が
２０
―
３０

倍
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
医
療
と
健
康
の
取
り

組
み
を
す
す
め
て
も
ら
い

た
い
。

【
福
岡
地
区
国
公　

大
場

代
議
員
】
国
家
公
務
員
の

定
員
削
減
に
よ
り
、
大
幅

な
人
員
が
減
ら
さ
れ
た
。

今
年
は
全
国
で
５
人
の
増

員
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
業
務
量
増
加
と
人
員

不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り

署
名
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

【
郵
政
ユ
ニ
オ
ン　

米
地

さ
ん
】
郵
政
民
営
化
に
よ

り
１４
万
人
か
ら
６
万
人
へ

福
岡
地
区
労
連
は
、
１
月
１７
日（
土
）に
ち
ど
り
ビ
ル
に
て
第
３７
回
臨
時
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
大
会
は
、春
闘
方
針
、役
員
体
制
の
確
立
が
提

案
さ
れ
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
新
事
務
局
長
に
仙
道

氏
、事
務
局
次
長
に
伊
藤
氏
、松
尾
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。質

疑
討
論

団結して団結して春闘勝利春闘勝利を勝ち取ろうを勝ち取ろう

幹
事
　
牧
山
　
利
行

�

（
福
祉
保
育
労
福
岡
支
部
）

幹
事
　
河
谷
　
靖

�

（
福
岡
医
療
団
労
組
）

事
務
局
次
長
　
松
尾
　
真
太

（
あ
か
つ
き
印
刷
労
組
九
州
分
会
）

幹
事
　
中
村
　
朗

�（
自
交
総
連
大
宰
府
タ
ク
シ
ー
労
組
）

事
務
局
次
長
　
伊
藤
　
絹
江

�

（
県
連
福
医
協
労
組
）

議
長
　
米
地
　
輝
高

�

（
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
中
郵
支
部
）

事
務
局
長
　
仙
道
　
久
嗣

�

（
福
岡
地
区
国
公
）

役 員
紹 介

第３７回福岡地区労連臨時大会

福岡地区労連に結集して「ガンバロー」―ちどりビル ２階大会議室



2026年 3 月15日付 243号　（2）福　岡　地　区　労　連

を
は
じ
め
、
地
方
自
治
体

な
ど
、
公
的
職
場
で
働
く

労
働
者
の
労
働
条
件
の
改

善
す
る
と
り
く
み
を
す
す

め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
公
契
約
条

例
の
確
立
を
め
ざ
し
、
と

り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。

２
）
可
処
分
所
得
を
増
や

す
と
り
く
み
に
つ
い
て

社
会
保
障
や
消
費
税
な

ど
、
家
計
に
負
担
と
な
っ

て
い
る
制
度
に
対
し
て
、

減
税
や
負
担
減
な
ど
、
可

処
分
所
得
を
増
や
す
よ

う
、諸
団
体
と
共
同
し
て
、

と
り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。

３
）
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
憲
法
を
生
か
し
、
平

和
を
守
る
た
た
か
い
に
つ

い
て戦

後
８０
年
を
経
過
し
、

先
の
戦
争
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
中
、
い
ま
世
界
の
あ

ち
こ
ち
で
は
、
侵
略
と
も

呼
べ
る
紛
争
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
憲
法
改
正
で
、「
国

家
優
先
」「
戦
争
で
き
る

国
」
を
め
ざ
す
、
国
会
議

論
も
行
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
。「

国
民
主
権
」「
基
本

的
人
権
の
尊
重
」「
平
和

主
義
」
を
掲
げ
る
憲
法
を

生
か
し
た
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
守
る
た
め

に
、
国
民
諸
要
求
と
結
び

つ
け
な
が
ら
、
共
同
の
運

動
で
、
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

１
）
福
岡
地
区
労
連
で
は
、

各
単
産
の
つ
な
が
り
を
交

流
で
き
る
よ
う
、
と
り
く

み
を
検
討
し
ま
す
。

各
単
産
で
と
り
く
ま
れ

て
い
る
請
願
署
名
の
と
り

く
み
や
各
単
産
の
組
合
員

同
士
の
交
流
が
図
れ
る
と

り
く
み
を
検
討
し
ま
す
。

２
）
機
関
紙
「
福
岡
地
区

労
連
」
の
発
行
に
つ
い
て

「
近
年
、
労
働
組
合
が

何
を
し
て
い
る
の
か
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の

声
も
、
聞
こ
え
て
く
る
組

織
も
あ
り
ま
す
。

教
育
宣
伝
活
動
の
と
り

く
み
と
し
て
、機
関
紙「
福

岡
地
区
労
連
」
の
発
行
を

月
１
回
を
め
ざ
し
、
発
行

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

３
）
組
織
財
政
検
討
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

事
務
局
長
の
専
従
体
制

が
解
消
さ
れ
た
た
め
、
今

後
の
福
岡
地
区
労
連
運
動

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
を
議
論
す
る
た

め
、
幹
事
会
の
諮
問
機
関

と
し
て
、
組
織
財
政
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

１
）
最
低
賃
金
の
と
り
く

み
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
の
最
低
賃

金
の
改
定
で
は
、
長
年
求

め
て
い
た
「
全
国
一
律
最

低
賃
金
・
時
給
１
０
０
０

円
」
を
超
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
実
施
時
期

に
つ
い
て
秋
に
一
律
で
行

わ
れ
ず
、一
部
の
県
で
は
、

２
０
２
６
年
３
月
実
施
な

ど
、
禍
根
を
残
す
改
定
と

な
り
ま
し
た
。

福
岡
地
区
労
連
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
確
立
を
め

ざ
し
、
福
岡
県
労
連
と
共

同
し
て
地
方
議
会
の
意
見

書
採
択
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

福
岡
地
区
２０
市
町
村
の

う
ち
意
見
書
採
択
さ
れ
た

の
は
、
自
治
体
と
半
数
近

く
ま
で
実
現
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
全
労
連
が
実

施
し
た
直
近
の
生
計
費
調

査
で
は
、
近
年
の
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
時
給
あ

た
り
１
７
０
０
円
が
必
要

な
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
春
闘
期
で

は
、
国
民
春
闘
共
闘
が
掲

げ
る
「
最
低
賃
金
・
い
ま

す
ぐ
時
給
１
７
０
０
円
、

め
ざ
せ
２
０
０
０
円
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
各

単
産
で
は
使
用
者
へ
の
要

求
書
の
提
出
、
団
体
交
渉

を
実
施
し
、
回
答
引
き
出

す
と
り
く
み
を
す
す
め
ま

す
。福

岡
地
区
労
連
は
、
福

岡
地
区
春
闘
共
闘
や
福
岡

県
労
連
・
福
岡
県
春
闘
共

闘
が
提
起
す
る
「
地
域
総

行
動
」
に
結
集
し
、
地
方

議
会
へ
の
最
低
賃
金
意
見

書
採
択
を
は
じ
め
、
各
業

界
団
体
や
県
・
市
町
村
と

の
懇
談
の
と
り
く
み
を
す

す
め
ま
す
。

２
）
労
働
時
間
の
規
制
緩

和
阻
止
の
た
た
か
い
に
つ

い
て２

０
２
５
年
１２
月
、
高

市
首
相
が
発
言
し
た
「
働

い
て
×
５
、
働
い
て
ま
い

り
ま
す
」
と
流
行
語
大
賞

に
も
選
ば
れ
る
な
ど
、
働

く
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
よ

う
な
動
き
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

過
去
「
働
き
過
ぎ
」
と

い
わ
れ
た
１
９
６
０
～
８０

年
代
に
は
、
年
間
総
労
働

時
間
が
、
２
０
０
０
時
間

を
超
え
る
実
態
が
あ
り
、

運
動
に
よ
っ
て
週
休
２
日

制
な
ど
の
導
入
で
、
時
間

短
縮
を
実
現
し
て
き
ま
し

た
。一

方
で
労
働
時
間
の
例

外
と
な
る
「
３６
協
定
」
を

締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
際
限
な
く
超
過
勤
務

労
働
を
強
い
て
、
健
康
を

害
し
、最
悪
「
カ
ロ
ー
シ
」

「
過
労
自
殺
」
ま
で
発
生

す
る
事
態
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
労
働
者
は
、
健

康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
職
場
環
境
の
実

現
を
も
と
め
て
と
り
く
み

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
超
過
勤

務
時
間
の
上
限
規
制
」「
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
な

ど
を
導
入
さ
せ
、
不
十
分

な
が
ら
も
、
是
正
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

い
ま
、
労
働
者
を
労
働

時
間
規
制
の
枠
か
ら
外
す

「
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
手
段
を
持
た
な
い

労
働
者
は
「
労
働
力
」
を

提
供
し
て
労
働
を
行
っ
て

賃
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

労
働
力
の
提
供
す
る
時
間

が
長
く
な
れ
ば
、
一
般
的

に
は
賃
金
は
増
え
る
こ
と

な
り
ま
す
が
、「
労
働
力

を
回
復
す
る
時
間
（
自
由

な
時
間
）」
が
削
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
人
間
ら
し

く
生
活
を
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。近
年
は
、

時
間
を
長
く
提
供
し
て
も

賃
金
が
上
が
ら
な
い
「
裁

量
労
働
制
」も
導
入
さ
れ
、

成
果
に
対
す
る
賃
金
支
払

い
に
、
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

「
い
の
ち
の
時
間
」は
、

「
お
金
で
買
え
な
い
生
も

の
で
有
限
な
も
の
」で
す
。

労
働
時
間
規
制
は
、
私

た
ち
の
人
生
に
か
か
る
大

き
な
問
題
と
と
ら
え
、
福

岡
県
労
連
が
提
起
す
る
と

り
く
み
と
連
携
し
な
が
ら

運
動
を
す
す
め
ま
す
。

１
）
ケ
ア
労
働
者
の
労
働

条
件
改
善
に
つ
い
て

ケ
ア
労
働
者
で
あ
る
医

療
・
福
祉
・
保
育
の
職
場

県
内
各
地
の
市
町
村
議
会

で
は
次
々
に
意
見
書
採
択

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
２
０
２
６
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
で
３０
年
ぶ

り
に
診
療
報
酬
が
３
．
０９

％
引
き
上
げ
ら
れ
、
賃
上

げ
の
対
象
職
種
等
が
拡
大

し
た
こ
と
は
画
期
的
で

す
。
し
か
し
、
安
定
的
経

営
に
は
診
療
報
酬
１０
％
以

上
の
引
き
上
げ
が
必
要
で

あ
り
、
安
心
し
て
医
療
・

介
護
に
か
か
れ
る
た
め
に

は
軍
事
費
の
増
額
で
は
な

く
医
療
社
会
保
障
予
算
の

拡
充
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
今
後
も
診
療
報
酬
引

き
あ
げ
や
処
遇
改
善
を
求

め
て
闘
い
続
け
ま
す
。

局
に
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
、
様
々
な
場
面

で
署
名
の
協
力
を
訴
え
ま

し
た
。
博
多
駅
前
白
衣
の

宣
伝
行
動
で
は
４５
分
間
で

１
３
１
筆
、
天
神
パ
ル
コ

前
で
の
「
フ
ェ
ミ
ブ
リ
ッ

ジ
」
で
は
５２
筆
集
ま
り
、

「
地
域
か
ら
病
院
や
診
療

所
が
な
く
な
る
」
実
態
に

通
行
人
等
が
驚
い
て
次
々

に
協
力
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
署
名
を
持
っ
て
多
職

種
で
国
会
要
請
行
動
し
、

も
く
い
止
め
る
た
め
の
緊

急
行
動
提
起
」の
署
名
は
、

約
半
年
で
５
８
，７
８
７

筆
（
２
月

２０
日
現
在
）

集
ま
り
、

民
医
連
以

外
の
方
々

か
ら
も
２

２
，９
５
２

筆
集
ま
り
、

労
働
組
合

か
ら
１
１
，

８
１
２
筆
、

署
名
ハ
ガ

キ
２
９
９

枚
も
事
務

「
民
医
連
の
事
業
と
経

営
を
ま
も
り
抜
き
地
域
医

療
の
崩
壊
を
な
ん
と
し
て

第
３７
回
福
岡
地
区
労
連
臨
時
大
会 

春
闘
方
針

　
福
岡
地
区
労
連
第
３７
回
臨
時
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
第
３６
回
定
期
大
会
で

可
決
さ
れ
た
運
動
方
針
を
継
続
し
て
い
く
な
か
、
特
に
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
項

目
に
つ
い
て
、記
載
を
し
ま
す
。引
き
続
き
、み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．�労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
の�

�
と
り
く
み
に
つ
い
て

２
．�社
会
保
障
・
国
民
的
課
題
の�

�

と
り
く
み
に
つ
い
て

３
．組
織
拡
大
の
運
動
に
つ
い
て

軍
事
費
の
増
額
で
は
な
く
医
療
社
会
保
障
予
算
の
拡
充
を

軍
事
費
の
増
額
で
は
な
く
医
療
社
会
保
障
予
算
の
拡
充
を

�

福
岡
県
民
医
連
・
福
医
協
労
働
組
合　

伊
藤　

絹
江

博多駅前で署名に協力する通行人


